
・ラテン・アメリカ政経学会の設立と発展
イ

常務理事大原美範

ラテン・アメリカ政経学会は股立後２Jr弓ｸﾏを経過した昭和４１年１１月１１日，汁５回総会

を開ＩＩＬ，役jiiの改選を行なって，掌会の基盤を徐々に固めることにたった゜との機会に学会

を役立ナろに至った経偉並びに発足後の経過をM月みることとしたい。

わが国においてラテン・アメリカにIILＩする研究はほとんど未開拓の分野であり，オ２次世界

大戦前は主として移民に関連する班項の研究が行なわれるにとどまった。戦後,ラテン・アメ

リカはわが国にとって唯一の移住可能jIh域とまり，戦時中中断されていた移住が再開され，と

れとと《,に貿易，投資の関係が柚前以上に密接化した。腓に海外投資についてはわが国の海外

投資の３０冊近くがラテン・アメリカに向けられた。移住《,戦後のわが国の生活水準の向上を

反映して従来のような座乗移住は困難になり，新しい型の移住か翅をれろBHFｲﾋとたった。これ

らPJ外の↑W勢はラテン・アメリカの政治、経済3M象にIjllする研究の必要を－lWi強めたのである。

このIHIラテン・アメリカ研究は左化人類学クループによる研究が比較的高い水準に達したに《》

かかわらず，政治，経滴０法郁に関する研究は依然として萌芽の段IWfにあり，研究者の数も少

なかったのであるか，漸く大学にラテン・アメリカ剛係の舗座を段け,あるいは研究搬ＩＨＩにお
いてラテン・アメリカをとｂあげようとする笂迦があらわれた。

ここにおいてラテン・アメリカの政治，縫済，法鍬にＩ則する研究者がIIL戎ＤＣその研究を促

進するために学会を般立することを計画し，昭和３８年１０月１５日に船初の設立準備会を学
士会館においてDM雌した。その後飲回にわたり準備会が開かれたが’銀蹟の的とたったuI項は

学会に包含される研究分野についてであった。一部には広くラテン・アメリカ研究者を包含す
る学会をつくることを主張する餓齢があったが，学会である以上方法瞼が同一であることｏた

とえ方法論はある程庇異なって＄その研究対象に相互関連性かありDかつ問題意鐡を同じくす

ることが必鰹であり，その範囲に研究分野を限るべきであるということにたり、学会の目的と

ナろ研究分野を政治，経済，法律に限ることとした。しかし，jILhRの研究を行左，場合，他の

研究分野とのULl連をも考えなければならないのでriB[治LL鍵済夕笙律の範圃lをU広く解釈し，
下記部門の研究者を広く包含することとした。
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経．済

経済，良莱経済，経済juuEI1，経済史，経碕政策，財政、銃3↑，経営，会計，武易，市場，

金融，保険，交辿０人口，移住，社会，社会史，社会政鞭

法純

基礎法，公法，私法，刑駆法

政治

政治，政治史，行政，外交，外交史，タL変政策，労働間Ｒｕ，マス・ゴミユニケーシロン

堵称については,研究の主たる分野をUjjらかにするため「ラテン・アメリカ政縫学会」とし、

スペイン蔽名はＳｏｅｉｅｄａｄＪａｐｏｎｅｓａｄｅＣｉｅｎｃｉａｓＳｏｃｉａｌｅｓｄｅ

Ｌａｔｉｎｏａｍ６ｒｉｃａとしたｄ

ＩＭＨ和３１年５ﾉ117日にＪ１(京外Ijlji研大学において発起人魔会をＦＩＩいて学会の趨立を決定し，

何年，ハ２６日､Ⅲ立鰭会を141際文化会館において１%Iｲ１Kした。次いでU({和ｑ０ｚＩ２６ｎｌ９ロ学士

会竝において汁２回総会をＵｉ１も，来京大学名誉教授ｲi沢広己先生を会催忙選ULた。

研究会はUH和５１年５ｊｌ１７日jI〔京外l卦illi大学において初めてUIHlliさｵＬ，次のN1忽i発表を行

なった。

１．ラテン・アメリカにおけるナンロナリズム………………･……･……･…j1Yjll俊彦

２う゛ラジルの工業化とインフレーン臼ン……………………..…･…………西IbHBlIIM

aラテン・アメリカ諸lnlにおける味式会社の行政IMI監仔iIjl瓜.．………･…ＩＦ川利彦

ＩＩＢ和４０ムド１１月２０日には神戸大学において汁１回研究大会をUH4，次のItMli苑炎を行な

った。

１．ラテン・アメリカEIIh貿易迎合のI1jlll哩的考察……………･………･…･…佐灘〃11男

２．ブラジルにおける日本人紗住者の避難上の地位上昇に1311ナる－考察…雄山良ｊＥ

ａＬＡＦＴＡにおける戯業統合の計ilmとりどりｌ………･……･･……･･………・f11愉根悟郎

４．アマゾンの人と経済…･……･…･･･…………………………………･………西藤雅夫

ａラテン・アメリカにおけるアンデスの地位……･……………･…………・佐藤他行

昭和４１年７月からは東京jIlI区において毎月研ﾂﾋﾟ会を剛Ｉ１Mし，チャールズ・ワグレイ縄’

ＳｏｃｉａｌＳｃｉｅｎｃｅＲｅｓｅａｒｃｈｏｎＬａｔｉｎＡＴｕｅｒｉｃａの腕11膣を行なっている。
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こうしてラテン・アメリカ政経学会は設立後２年を鮭てその内容も次汁に充実してきたので

あるが，汁５回総会をへてとこに会誌オ１号を発行するjWびとたったのである。今後会111の努

力にエって研究活動を一層活発化し，わが国におけるラテン・アメリカ研究の普及と深化に寄

与することを念願する次才である。

関西支部の活動状況

術務理挙鰯５，田正．通

IjllIHj地区でのラテン・アメリカ研究，とくにラテン・アメリカ経済の研究は，学会波、〆IiiI
C｡■

妙.ら妙.をlWi鬼であった｡その特徴は，列究が111に少赦の地域経済専門者によって行左われた

ので1t注ぐ，多くのＩＤＩ死協力者の有力なパプクアププをと《》なったことである。ラテン・アメ

リカ幾滴それ自作のlVlI1者では浅いか，fiEIの弊'''1分野における分析トゥールを縦横に駆使し

て，名I:lの対映を深く掘り下げ、ラテン・アメリカ研究の苑展に寄与した研究協力者の衝献は
．●I

災に大きかった。それは，総隣地J1l1学，変辿倫，農莱継満学,uil際繰済学,磁場政餓’1通l際金

１銭jmi，秒民`殉などの分野の専門者についてとくに剛塒であった.↓

わが国のラテン・アノリカ砺究の現状において(-k，とのに，を形態のlili死活鋤がjil《)瓢注し

いと忠われるが，ただ従Ｊ１ミトt各大字・研究雑Ijllの内部に限られている欠陥があった。ラテン。、

アメリカ政繊学会の枇立はこの欠酷をhL正し、多くの大字・研究蝿Ijllの研究協力体制を1k§Miす

る轆盤をつくりＩＩＬた｡ｵ１回大会にさきがけて，IIH和40年６月15日に神戸大学繰済縫憾
,0

研究所においてオ１回ＩＨＩ西支部総会をllilさ,木田和雄氏（Ulj西大学）,西向嘉IHI氏（神戸大学）

がそれぞれ「キューバにおける甘』賎プランテーシロンル「ＬＡＦＴＡにおけるう゛ラソルの立

蝿」について研究報皆をしたのら，学会の将来お`とび当地区の研究活動の促進について具体的

な意見の交換を行なった｡支部総会は少なくと《,年,回CII鮒するとと淀しＩ矛２回支部総会は
゛DP

近くIjI1ﾌｸ.れることになっている。

当iIu区の奇妙な現象として指摘したければ左らないことは，ラテン・アメリカ研究活､１１と支

紙希効とのlIllにギャブプかある点である。ラテン・アメリカ研究は,従来iinbjd9域呼門者が多

くの各M＃門分野の研究ＩＭＩ力者の支持を得て盛んに行なわれているのに，支部そのものの活jmlと
．？【１．９・

－６－


